
nに関する確率の一般項の問題

n以上となる石を _表す。 ←日本語でとらえる鼗𪘂.io?
Y:ii.... .

確率漸化式（名が理40、阪大'20文20）

を見極める！ n = 3 . D I D → o u t
D I D → o k

n-1回目まではDしかダメと見えてくる。

そのような取り出し方を考えると.文字が多くてつかみにくい t 抽象的. I• n-1回目までは 1の札を取り出し、→
小さい（'数で'ーー実験してみると良い日本言言ーーで考えて、数式（pla））に戻す ・ h回目で1以上の札を取り出す場合

のみなので、確率は
→ 今回は問題の中で

1～n-1回目 n回目ここはずっとn！

" 普 =

!

.

い） pい）は、つまり1回の
試行で

"

以上の爕嚞

☆代入チェック
取り出す確率を表し、_それはへ ー

日本語で
n だ け O K . → I全事象→サ_，である。 では、確率漸化式だと何が難しいか？



そもそも、nは定数！ このとき、2回の試行で和がh以上になる
Aについての推移を考えても. ような2回目の取り出し方は、

p(a） が P l a t t ) n-k,n-k+1，・・・， n

1-P(a） をいろんなケースがある. であり、 t.tl通り、
よって、

"

試行ではじめて和がn以上

して大変そう. → 断 念

裄場翎
がた
が！！
iii

に な る 取 爀 は

※ （kt1） =J.（2+n）（n-1） 通りに）な

!

点で、新聻た蓺が
興 等差数列として計算！
ここはAに関係ないので、ずっとn！！ 効率化 .

となり、求める確率は
→ 実験して、具体化、

2 回 目
pに）=

!

に川（ーー
い）

=いる（いい

"

）

'暉 → m i . n n 2
2 → n - 2， n - 1， n

☆似た..ie/1回目と2回目がどちらも動くので、
片方止めて考える！ n=1のとき . Pに）=0

1回行賦でkを取り出すとする. （勝手に変数化）
（IEK E m i )



（3） P(n-1）は.に1回の試行ではじめ學
④以上_となる石を表戯す。 ←日本語で、s、，

" に2回目終了時点での和がn-2のとき、
• 1～n-2回目の数はずっと I → 1通り

ここはAに関係ないので、
ずっとn！！ に1回の試行で和がh以上となるために、

. n l回目に取り出す数は 2以上→n-1通り
→ 実験して、具体化.

の よって、場合の数は 1×（n-1）=の興
I , I , I， -_-， I N - 2 → 2 以 上

l .三，I， - . -， I

どこかで2.
" " → 1 以 上

T
☆ n-3以下は不可能 ・ 1～n-2回目の取り出し方は、

.譱簗篚簗嶺
#

黶！嚚麓軸が2回
目終了時点での
和がいいのとき、

どこか1回2を引いて、他はIを引くパターン。
よって n - 2通り

I i eで考える。 → n-2を考えるため！
h-1回の試行で和がh以上となるために、

n-2回目終了時点での和としてあり得る
• h-1回目に取り出す数は 1 以上 o n通り

の は 、 h - 2 と n - 1 のみ。
よって、場合の数は （い - 2興

n以上となる取り出し方を考える。



以上（i)Iii）より、 nころのとき

が リ = E i 取り出す
= げ※

ここで、n=2のときは
p（1）=I （1.2から2を取る）なので、

上の式を満たす. Iよって・

p a n）= "！！
瑄，

と求まる。

n=3で（2）と一致する？
（勝手に変数化）


